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留繭、炭田佳吉地区調査蓮報
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　The（）biect　of　this　survey　was　to　stu（1y

the　str＆tigr＆phical　sequence，struct耳r6歌nd、

cha，ra．cter　of　the　variation忌in　thickness　of、

coal　measu塾es　in　Sumiyoshi段rea．of　Obira

coa1疽eld．We　sur▽eyed　almoSt　whole　area
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　㌧fro写n　Aug．to　Oct，1948．

　It　wa，s　foun母that　the　district’w3s　com－

posed　of　the　Tertiary　and　Quarternary

formations．The　Tertiary　formation，may
be　classi丘e（玉as、follows＝
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　We　recoghize　two　coal　bearing　horizons
in　this　district　namely　the　Obira　co段1－

be＆ring　formation　al｝d　the　Porookinal　co＆1

b3aring・formation　in　which　the　former　is
ec）nomically　important　owing　to’intercala－

tions4seamきof．workable　coa1，the：No．2
（0．80－100鋤and　No。5ぐG．75・0。85m）se翫mS　are

mor6ilnportant．　They’斑e　worked　on　a
small　scale　at　one　lq6ality。　The　coa1’is』

bituimous鼠n（i　the　calori丘c　value　of　the　coal

amounts　to6、509ρr’7・200・The・1atter　with

in㌻ercalatεd　brow血co航1seam　is　some㌻lmes

pro（iuctive．’、

　11n　the　lower　part　of　the　Obira　coa1－beLar－

ing　formation、a　few　number　of　fossil　beds

are　f6und．M劉rine　and．br＆ckish　walter　slle11s

collected　during　tlle　survey軍e　shown　bebw二

調査地域関係位置図一
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1．緒 目

　1）　調査の目的5

留轍田に有勃石麟源の賦耐碑ま久し輿前
から多くの人によつて認識されていたが・昭和22年度

の稻井豊氏の調査を契機とし宅その価値が大きくク・一
　　　　　　　　　　ノ
ズ・アツプされるに至つたび從つて昭和23年度には石

淡庁経費による表田調査事業の一つとしてド》留萌表業会

肚鉱区のL部にかなり大規模な調査が実施されることに

なつたが・調査隊の編或は石表庁が直接に行う緒形技官
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　4を班長とする糟査班と，地質調査所が依嘱された概査班

　、の界つの舞から構成された。髄班の目的は糖査班の実

．　　施する陽の沢地域の周辺を広範囲に亘つて調査L・主と

　　しで爽表層を中心とする暦序とそめ分布・構造・炭暦の

　．賦存状態・深質の概要を瓢るにあつた。

2）班一　員

　　　　　　　　　　　㌧　班長’通商産業技官．西田彰一

　　　　　　雇秦一光男
初外に留轍難式会蔽師唯面的協煙徽劃
量は経費の関係土実施しなかつたが・前年度稻井氏の調　　！

査の際行づ髄形駅練・・i蜘9Σを初蔽肌乗。

此の地形図も大部分は從來の地形図を綜合編纂したもの
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、で・ 不正確韻勉かれなか？た・随づて調葦

には相当1の支障を來した。

3）調牽期簡友び績度

　　自昭和撃年＄月17厨　至同年11月6月

　　（80月聞）　　概査　縮尺1：10；000

　　　　　◎　　　＼

　　　　　　2」●位匿及び交蓮

　本調査地域は北海道天塩国留萌郡小璽村内に

在つそ，留騎線留爾を起点とする天塩鉄道の澹

，線以内・寧樂・佳吉の南東方に当る東西約9km，

、南北3．5km，面積約30k；n2余に亘る区域である。

即ち主として小雫蘂川の支流であるポンオキナ

イ川轍と下緯馴購イタラカォアツプの
一部を包含する地帯である。天塩鉄道に澹う隣

後地帯は交通に便であるが・今回の調査に重点

を置いた天の沢は沖1丙よりボンォ、キナイ川を湖

行して直距離約ス5kmの位置にある。沖内よ

り陽の沢に至る約5kmの間を騨路が略々完成

して騰が・完全にトラツクを通ずるまでには

至つておらなV・。イタラカォアツ．プ地域に至る

には，’北炭天塩鉱め所在地である蓬布から下紀・

念別川を湖行して7．5kmの位置にあるが・道

路ゐ発達は下流にのみ限られ，上流地域は殆ん

ど足跡程度に止まつており・本調査地域中最も

不便の地にある。天塩隼吉駅と陽の沢鉱事務所

間に1燦遣（2・4km）が完成、た・刻堺塩鉄

道滑線を中心とする各地点迄の直線距離を記す

と次の如くである。

ヲさ塩佳吉駅一陽の沢鉱事務所…2．4km

　　，，　　一レ六の沢含流点…・3．6km／

天塩鉄道滑線轟六の沢合流点r・一3ユkm・

（達布駅より3kmの地点）

陽の沢鉱事務所一六の沢合流点…・・2．1km

　　　　　　3。：地、　質

　1）層序（留萌炭田住吉地区模式暦序図参照）

』
本

地域を構成ナる地質系統ほ・全暦厚3，30qm

以上の累暦よりなつてV・るが・大約別表の如く

穂舅理される。

　これらの累暦を隣i妾地域である雨龍炭田に於け、る層序

に追及してみると，現在の知識では小李來表暦の下限は

詳でないが・最下部を占める砂岩・頁岩互暦・五の沢砂

．岩暦は雨龍爽炭暦及び太乃別層爾下部に該当し・表質及
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び藤出化石から若鍋暦に対比されるものと考えられるα

叉下部爽炭麿・六の沢砂岩暦・中部爽炭層は浅野來炭層に

相当し・上部來衆暦は太刀別暦の双珠砂岩厨及び沼田層

（。4吻吻4伽の暦準）に略々追及することが可能で・麿
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在稼行中のものは陽4ジ

　　　　　　　　馬沢地区である。沖内爽

淡暦億ポンオキナイ川

支流三の沢地域に禿蓬

しているが，縄淡程度．

のもので7厚寄からV、

つても・余り期待は出

來な酔。、＾’・

第’3図　留肪炭田淡暦分布図

3）地質構造「

　位王美唄爽炭暦に対比されるものである。達布頁岩層は

　揖質並びに含有化石から・幌丙層に対比＆れることほ確

　め得るが・幌尻硬質頁岩・砂岩暦は特異な岩相を示し・

　砂岩が顯著でこの中には劣質炭及ぴ炭質頁岩の薄暦を介

　在しており・その上部には特徴gある堅硬な一見硬質頁

　岩と称し得る程度の頁岩が発達してV・る。声ンオキナイ

　川矯は断層の花めに暦の厚さを計ることは出來なV・が・

　眞の厚さは厚暦となろう。－恐らく暦位上紅葉山暦に該当
㌔
、
す

るものと推測される。沖内爽炭窟は朋幌爽表暦に当る　．

　ものであり，三の沢含貝化右暦は築別暦或は天北地方に・

　普通に二発蓬する鬼志別頁岩暦に該当する。、これより上位

　の岩相は礫岩質であるとV・うことが特徴で・古丹別暦・

　増幌暦に相当すう’ものである℃即ち幌新麿群と沖内爽炭

　暦は川端階に当るものであろう。

　2）爽燦層
　本地域に発達する來淡暦は小雫爽表暦と沖内來炭暦の

　二つである。前者は本炭田開発上最も重視されるべき’も

　ので・特に下部及び中部爽炭暦が主要なもので・稼行炭

　暦の大部分ほ之に挾有され七いる。上部來淡層は稼行の
■
　対象にはならないものと推測されるσ即ち主な來炭暦の

　分布は住吉・陽の沢・六の沢の3地区に分浸れるが・現、

　オ＃也域は雨龍萎炭田よ　　，

り留繭炭田に宜る賂北

『西の方向をむう擢曲帯・

の一部を占あるもので

あつて・大局的には略、ン

々同一方向の背斜構邉・

に支配されて各累暦が’

分布している礎つて’，

爽表暦も概ねとの背斜

軸の両翼に発達し宅來

る。叉これらの摺曲は

’更に概ね同じ方向め断　

暦群によつて歓断ざれ

　　　　　○ているが・i逆断暦の場－、

合が多V・。即ち逆断暦は禰曲の極をなして軸面に大体雫

行して生じたものである。」方とれらの構造塗更に修飾

するものは・ζ，れに斜交して來る断層群である。一般に

構造は甚だしく複雑を極め・擾乱されており11淡暦の擦

　　　　　の査並び鱒採炭には極めて困難を俘う場合が争い黛

4・炭『　暦

1）賦春欺況（留崩淡田佳吉地辱炭暦分布図参照）

本炭田に於ては全般的に表土が厚く，且つ地盤の滑り

の爲に，安定した炭暦の露頭の発掘は困難であるが，以1

　　　　り下各炭暦の賦存状態に就v・てそめ概略を述べる。

　a。〔砂岩・頁岩亙暦に属するもの〕・、

　本岩暦に．挾在されるもφは，六の沢・陽の沢脅上流地、』

徽び儲地区に見られるが覗在迄の輝結果に御ガ

ぽ・何れも厚さ0．30m未満のもので・稼行の対象とな、．

る、ものは見当らなv・。然るにこの暦準は雨籠炭田に於け・、

る雨龍來炭暦へ略々追及するととが出來ており，隣接し

てv・る北炭天塩鉱では，壽坑に於で稼行中のもの（番外・

C層など）はこの暦準ば属するも9宅勘る・鴛づて今後一

．本地戯に於ても此の砂岩・頁岩互暦中に稼行し鴛る炭暦r

o

名7一（308ン ，o
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・の存在が重要な問題であり，從來の探査が是非とも必要

である9

　　や，〔下部爽炭暦に属するもの〕

　本爽炭暦には下位より一番暦・二番暦と呼ばれるもの

二が挾在する。六の沢左分岐流に於ては前者は厚ざ1血余

の炭質頁岩であるが・六の沢本流にては厚さα25mの下

、級炭を挾む炭質頁岩となつてv・る。現在の露頭から推定

すれぼ・，稼行圏外にあるものと考えられる。二番暦は六

の沢砂岩暦の下約40mの位置に挾在し，，比較的挾みの少

．ない炭暦で・六の沢断暦東側即ち宝の沢に於てに挾みの

、なV・厚さ0．45m程庭のものであるが，西側では炭丈0・75m

’になつている。炭質も各淡暦中で最も良質

である。汰の沢本流に於て六の沢砂岩暦の

電下に二番上暦と呼ばれるものが挾有され

。て來るが・その分布は明かでなv㌔：叉住吉

．地区め若草坑で探淡したものも，この淡暦

に当る竜のと．推測きれる。

　　　　　　　　　ノ　　e・〔中部爽炭暦に属するもの〕

　三番暦と呼ぱれるものは3前述六の沢

砂岩層より略35m上位にあつて・六の沢

．地区では殆んど炭質頁岩よりなり・膨縮が

櫨めて著しい。四番暦は薄暦で稼行の対象

にほ於らない。五番暦は六の沢断贋東側に

のみ窺われ窒稼行上最も重視すべき炭暦で

・ある。挾みも少なく歌まとまづた炭暦であつ

　　　　　　　　　　　　　ヨて’宝の沢では炭丈g，80m，炭質も良好、

である・一六番暦は六の沢・宝右の鯉では五

　　　　　　　　　　　　　　　ら番層の上方ユOm余のところに挟在し・特
　　　　りに上孚部が鋏みも無く，まとまつている。

・：全体として炭丈0．85m，炭質も良質である

が，賦存状態が今のところ余り明かでない。

以上は主として六の沢地区の状況である

が，住吉地区では若草坑附近に六の沢砂岩

帯よb上位に表土が著しダ厚い爲1こ露頭¢≧

確認は困難で昂つたが・流淡から推竃して

，．…i番暦。五番暦の賦存が予想される。佳吉、

．地区に於て留萌炭業事務所東方の唐の沢入

・口で探炭したものは・現布露頭を確認する

ことが出來塗V・ので歌賦存状況は詳かでな

Vが，恐らく炭質から推して二番居と推測

，される。或は更に下位のもので昂るかもし

れなV・。　　　　　　　　一

肇

d．〔上部來炭暦に属するもの〕

六の沢の支流より下紀念別川へ山越する

　附近に於ては（北炭の鉱区に属する）・上部來淡暦が発達

臨’してV・る。然し露頭も明らかでなく・今回の調査ではそ

　の賦存状態を充分追跡することが出來なかつた。炭質も

　概して劣質である。

　　　α　〔沖内爽炭暦に属するもの〕

　　ポン牙キナイ川支流三の沢地域には沖内來淡暦が発

　達してv・る。今画の調査で確認した竜のは・何れも山丈

　1m未満の褐炭程匿のもので・分析結果は発熱量も3・380

　ca1である。随つて先ず差当り企業の対象にはならない

　であろう。只蚊に注百すべきは，幌沖内川上流には炭質及

　び厚ざからいつても充分に稼行に樺え得るものが從來の

宝右〆澤

宝左の澤

、

馨1騨鑓1閣糖
　’米激　　　・　　　　　米米

四
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番
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2）炭質（炭暦分布図環び炭層柱状図参照）　’

　工業分析ぐ工業技術常燃料研究所　r

　　’昭和23年12月分析燃研式熱量計使用）

炭暦名

一番暦

二番暦

二番
上暦

ノ

土番暦

1二番雇

G

二番暦

二番暦

五番暦

，五番暦

六番暦

操集箇所水分
％

六の沢

本流
六の沢・

「本流

六の沢

本流
宝・　・
右の沢
六6沢．i

左分岐添

宝　 1
左の沢

3．79

5．53

縮撫定糊　％ 黄％ca1．

ロ・稚緯性は試料10q瓦を電氣燈にて1000。Cで1
乾溜して得た結果である。　　　　　　　　　　　。

ハ．茨の耐火度はゼ碁ゲル錐法に依る測定値であ・

るo　　　　σ　　t　　　　曜3、

32．63

12．02

7．25」　6．81

8．32

4．36

7．85

G．66

6．60

17』25

宝・、　　7．05　　12．05
窒欲・1
　　7．07　。10．23
右の沢

宝
左め沢．6・781α27

宝

＆。811555

右の沢 ．1，

31．93　31．65

35．24 47．21

32こ51　53．43

　！
36』37．51．35

39．62

32．54

34．24，

35。84

49。36

42。36

46．66

46。86

37．96144、99
　1

32。621　43．75

　1

0．21

0．42

0．48

、0．36

0．43

0．48

0．48

0．57

0．79

0．37

4y930・

3）炭量（淡暦分布図及び炭暦柱状図参照）

（1）表量算出基礎表

6，540 炭暦名

61700

61710

も

7，490

六番暦
五番層
二番層，

　計

斗170m
以上
187，000

1翻

541，000

＋170狙～

十70m
十70m～
ヤ130m

1561000　　，　312，000

．147》000　　　　2⊆）4，000

201，000　　　　403ン000

504，000　　1∫009，000

合計
655夢000

631∫000覧

768二〇〇α　』

2，054，00α』一

5β20￥

6，420

6∫520

6，580

5，910

　　　　　　　　　　ヤ・詩，イ、上記分析表は夫々耶均資料によつたものであ

　　る6
　F・．試験結果は恒濾試料につ）くての威績終ある。

粘結性其の他（工業披術庁燃料研究所・

　　　　　　昭和24年1月分析）
　　　　　　　●

癖箇所「蕨率『翻脚1．

註：軍位ton　　　　　　　　　　　　　　　　　　　卿　〆

備評　考

イ・、六の沢地区地乖（」卜170m）以下300m（一130

　m）迄の炭量を計上した。
“．六の沢断暦東側地域の炭量も地並以下300m
・（一130m）迄を計上しているるが，フケサキは北　　　　’

，r炭鉱区内に入いる懸念は多分に考えられる。随つ
　て鉱区界を決定の上，検討されなむればならない

　が，今同の調査では地形図の不正確さからそれが

　出來なかつた。、
ハ．今圓の調査程度では，資料の不充分さから確定

　　　　　　　　　　　　　り　炭量の計上は避けで，推定炭量を概ね地並以上と

　地並以下100m迄とし，予想炭量は地並以下30α
　m迄とした。㌃

二
．
比
重 は1．3とした。

炭暦名

、

一番層

二番、暦

二番上暦

二
， 番暦

二番暦

二番暦、

二番・暦

五番暦

五番鮪暦

六番、層

天の沢 ’
1
．

05
本　流
六の沢　0．94
本　流岬

六の沢10劔
本　流
宝
　　　　1。01右の沢‘

六の沢　1．18
左分岐流

宝　　 0．97
左の沢
宝
　　　　0．95左の沢5
宝
　　　　0、98右，の、沢・

・宝

　　　　1．01左の沢’

宝　　ド0』99
右’の沢　　、

1，140

L300

・・1，140

1，200

1｝200

1，530

・o以上

1，280

1，320

1｝250

1，350

粘結度

不粘結
　　，◎　暦，即ち現在の竜のより更に下位の炭暦を探査ずる必要．

”　　がある妖

　　　　f．〔その他に属するもの〕
’〃・

　　　　　　　　　　　從來ポンオキナイ川下流地域の支流に於て，屡々良質

　〃　　　　な流表のあることが知られていたが・ζれらは何れも・

　　　　　　　　　　　　　　　　　だ　　　幌新暦群中に介在して來るレンぎ状右炭より，、由來され．
弱粘結
　　　一るものである旦

不粘結

　　　　（2）炭量表
　　　　　　　　f〃

〃

調査結果からも矩られているg此の炭暦群は恐らく沖丙：

來表層の下位を占める砂質頁岩暦の暦準に挾有される町

能挫が強く，從つて三の沢地域に於ても今後とれらの炭

淡層名

〃

〃

・六番層

五番層
ゴ番層
合
．
．

計・

、推繊量「予繊到

3435Qoo　l　　　、312，0001

’
3 37・000・　294ρ00
　　　　、・365・000　1　　　403・00Q’

　　’！LO45・000i，1・009・000

備　考

亀

　　　　　　　　　　　　　ノ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヤ
・註），イ．膨張慶は試料i瓦をレ，ツシング装置に依つて　　　　註ゴ軍位ton

　P測定した数値黍恒灘試料についての成績である。　　備考：此め炭量はすべて理諭炭量である。

　　臨　
　　　　　　　　　　　　　29‘（210）



ノ

＋170m、以上’

炭暦名1

木番暦・

五番暦
三番暦
二番暦

二番暦
一番暦
小計

区　域］
六の沢断暦東側

　　〃
　　〃

〃

六の沢断暦西側

　　〃

炭丈（m）

0。85

0．80

0．45

0。75

1鞠傾斜停面積（㎡）1

◎

500

500

600

55。

109，070

117，460

69，20σ

49，000

斜騨剣、炭量（t・叫備 考　、、

・弓互65・1

13島7四

138，600

85，44Q

187，000　i推定炭量、

190，0001　〃、
　r　i炭量計上せず
81，000　i推発i淡量

83タooo　i推定淡量

541創樹上せず

＋170m～＋70m の
誉

㍉

　　　ヤ炭暦名1

犬番屠
五番履
三番暦
．二番暦

二番暦、

一番層

小1計

区 域一1

六の沢断暦東側

　　〃
〃

〃

六の沢断暦西側

　　〃

。炭丈（m）

0．85

0．80
G

0．45

0．75

雫均傾斜，

45q『
．450

45◎

550

　　　　　 ヤ

亭面積（mン）i

100，000

100，GGO

100，000

90，000

斜面積（m2囲

　　　　
141，400

141，400

141，400

122，100

炭攣（t・n）1備　考・

156，000　t推定表量

147｝0001　、〃

　一　i炭量計上せず

82脚雌繊量
119，000i推定炭量．
　　　　5。も。蕊．嘩計上せず

＋70血～』130m

炭暦名1区　　域一淡丈（m）
　　　　　　　　　　

一↓一一一

六番暦，i六の沢断暦東側

　　　セ五番暦1　　、〃
　　　i
：鵜1．4，
　　　1
二番暦ド六の沢断暦西側
　　　ー番暦1　・．〃
小計　i

　　　タ

0．85

’00．80

0．45

0．75

　　　　　　　ダ雫均傾斜 雫面積（m2）1斜面積（m2）1

450

450

0＿
45。

550

200，0001
　　　セ200，00Q1

200，000
ψ

」40，000

282，800

282，800

282，800

244，200

　　 　　 ト

淡量（ton）1備　考

　312，0σol予齢糧
　294，000　　i　　　　〃

画　　　　　　　1

　　　一　　・炭量計上せず

・16騨、1．予繊量
き　　　　　　　　
1　238，000　1予想炭量
ヒ　　　　　　　　ト
1　　　・一　、炭量計上せず

’1「1009・00Qレ

5．將來め計画

　　　　　　　　　　　　　　　●
嚇勘ら胤硯在簾草坑に織嫡を雛移計，
画がある。

最初の起業計画では陽の沢地区を事業の中心ξして探
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　‘6．結　　論
炭・喩邊・建築等の設備を立案しで・，この地区の大規模

な探淡を目標とし』既に陽の溶写住吉聞の索道は23年　　　今回の調査は概査を自的ξし・かなり広範な地域匠亘

度末に．完成している。精査班の調査結果に．依れば，爵下」　りたことと，表壬が予想外に深く・特に地盤の滑りも著

稼行中の陽6沢口附近に於ては，地質構造からみて炭層　　しかつたのも手傳つて，炭暦・断暦の発掘及び露頭線の

罧況は必ずしも樂観を許さないものがあり・大規模な探　　決定に不充分の点が卑く・所要の結果が得られなかつ友

衆に適する区域ではないと云う結識こ傾いている・從つ　が・大略次の如き繍念を徽・．　、『’⑫

て將來陽の蓉地区の出淡を補足する意味で・何れの地域　　　1。．本地域に舜達する來表暦1わ小干爽淡暦と漁内爽

、に之を求むべきかがア緊急を要する問題Cある。目下主　　　　炭暦の．2つめ層準がある。前脅は下部・中部・上部

、に陽り沢奥から六の沢に亘る地域に対して探炭が試みら　　　1め3つの爽炭暦に分たれるが，ヒの中企業の対象に

，れようとしている。文佳吉地区に於ても爽炭暦の分布及　　、　なるものは・中部及び下部である・沖内爽炭暦億今

　　　　　　ニ　　ア　　　　　　　　　　　　　　　　　し　　　ず　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ドロ　　　　　　　も

　　　　　　　　　　　　　　　　30一（211〉　　　．．　　・一



■

　　　回の調奪範囲では稼行価値がな》。

　　2。調査に主力を注いだ六の沢地区は・陽の沢に較べ

　　　て炭暦の分布広ぐ且つ地質状態も概して安定してい

ッ　　　孟が，炭暦は多少菲薄化している傾向がある。二番

　　　層・三番層・五番暦がその例である。本地区の埋藏

　　　淡量は推定，予想を併ぜて約200万tである。

　　3。六の沢は將來本地区開発の中心となるべき地と考

　　　えられるが，現在留蕊淡業余祉所有の鉱区だけで

　　　は・淡量から“つても余り規模の大きい探淡は期待

　　　出來ない。随つて隣接している北海道炭鉱汽船会瀧．

　　　所有鉱区と共に綜合酌に開発されるべきである。

　　4。住吉地区ば特に表土が潔く（時に5mに葎んでい』

　　　る），淡量を確認することは極めて困難であるが，若

　　　草坑附近では爽表層が概して安定しており・將來探一

　　撰坑道か試錐を行う蝶がある・若草坑以外の地域・

　　　例えぼ唐の沢附近では断暦が多く・地暦り擾乱が甚・

　　　だしいので・探炭に適する区域ではなV、。

　　5。沖内爽炭暦は三の沢附近では稼行の対象になる表

暦は認められなかつたが・幌沖内川上流に於ては從

’來の調査によつて充分稼行し徳る炭暦の存在が報』

ぜられている。この炭屠は暦位上・該爽炭暦の下部　’

に挾在するものと描測される。随つて三の沢弛域に

於てもこの炭暦の介在が予想されるので、，今後早急

　　　　　　　　　9　　　　、　　　1
に探査されるべきである。

60　留勝・雨龍両淡田の來炭暦の対比を試みた結果，・

小雫嫉暦は概ね沼田暦・太刀別暦に該当する。即

　　　　　　　　ヤち中部及び下部爽表暦は浅野爽炭暦に当るヒとにな

る。斯くすると本地蜘こ於ても五の深砂岩暦の下位

に雨寵爽炭居の存在が予想され・砂岩・頁岩互暦は

、その一部に該当するものであろう。隣接している北

炭天撫鉱に於ては・1壽第で雨龍爽淡暦を稼行してい

ることから推定すれば，本地域特に陽の沢・五の沢，1

六の沢の奥一帯に亘つて稼行に堪える炭暦群の介在　　、

が推測されるヒとになる・rそρ意陣でこの地域の繕’

・査を早急に実施する必要がある。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＼　　　　　’『’　　　　　　　　　（昭和23年11月）

553・94i550・8343（522・1）：622・1

　　　　　　　　　　　　　　　　　ゆ　　　　長崎縣崎戸炭田海底地震探鉱調査報告

　　　　　　　　・早．川年賎
　　　　　　　R6sum6
』Seismi¢n・specting一・nthe＄eabO伽m
　　　　盛ear　Sakito，，Nag蘭aki
　　　　　　Pre跡e¢ure，』　，

　　　　　　　　by一，
　Mas＆mi　H：ayakawa　andF：Kiブoshi．Mori．

、Tαfind　b6ヒndaries　between　gra．nite　and
Tertiary　zones　at　th66f五血g　o主Sakito　Island，

s6ismic　prospecぜng　had－been　perfor卑“d　by

means　of　refract40n　me出od，during－three

months　last　summer．　The　authors　have
斌）tai珍ed＄everal　ti単e－4ista五ce　cur▽e息，from

whibh　some　resり．1㌻s　are、もr6ugh㌻『㌻01ight　as

f6110w＄：　“
　1．Thgre　are　three寸elocity　layers　in』tbis『

　　area一一聯，跡32，andζ3－53km／se。
　2．Being　comp段red　w琵h　geQlogica1笥ata，

　　these　values　血ay　borrespond　・respec一．

　　tively㌻o　Quar‡emary　formation，Ter一
　　』tiary　fqrmation　and『baSal　grani驚e・一・

　3．’The　d』ifecfion　of　theめoundaries　between

　「。　grallite老md　Tertiary　zo血es　is　about　N

　　W．to、S．E．and　tねe　depth　of　boundary
　　is　dee章er　in血orth　th塾n・in　sou㌻b・

　森　　喜　義＊
　　　　　　　　　　　　ギ ぜ

　　　　　　　要　・約　　1

　昭和24年4月中旬よ璽7月下旬に宜る3ヵ月余・

ざ炭田調査の爲，長崎県崎戸島西方海面，色瀬大牟艮び小

立島附近において孚地震探鉱（屈折法）を実施した。測

寒地域面積は約50km2・測線はほぼ北卑西南方向に走る、

婁線を北より南匠約4kmおきに配麗した。そ中結果巻

地域海底下に嬬1．65，2．7132，4．3ラ4。35，4．615．3km／sec

の各速度暦めある事がわかつた。これらを地質学的暦序

と対比すれぱ1・65km／secは第四綿暦に・2・7・亀2km／sec

は第三紀暦に．，叉43，4』35，4・6及び5t3翼m／secは花樹岩

等の基盤に相当・するもりと考えられる。その構邉は・i基

P
盤 が各測線の西牛分では浅く海底に頭を出しているよう

な形になつており，各測線の東牛分と西端には第三紀暦・
　　　　　　　　　　　　　　ヤ　　　コ　　　　　ひの分布がみられる。これらの結果と崎戸鉱業駈呼お》・て

行つ嫡底ドレ擁ヤ吻結果とを比轍る1ご1それ

ら賜ずしも一対吻対応砺紘い・、し帆鐸癩、

離甑ドレッ押逃よ鵬ら纏結寒矛廊る
もめではなく・大汰一致の傾向にあると》うことがマき

る。

　〔断り〕本報告は都合k依り図面及び表の大牛を省

も

醤物理探鉱部．
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